令和〇年〇月〇日
○○○○  先生　御侍史
株式会社○
広報部　○○ ○○
『テックビジョン』誌への寄稿のお願い
拝啓　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。突然のご連絡となりますことをお詫び申し上げます。

先生のことは、昨年刊行されました著書『○○○』および国際学会でのご講演を通じて以前より存じ上げておりました。AI技術の産業応用について、専門性と社会的視点を兼ね備えた先生のご見解に深く感銘を受けております。

弊誌『テックビジョン』は、経営者・管理職・ITエンジニア向けのビジネス・テクノロジー専門誌でございます。令和○年○月号では「生成AIと働き方の未来」を特集予定としており、「企業現場でAIをどう活用すべきか」「仕事はどのように変化するのか」といったテーマについて、ぜひ先生にご寄稿をお願いしたく存じます。

ご多忙のところ誠に恐縮ではございますが、ご執筆いただける場合には、編集部にて構成整理なども全面的にサポートいたします。また、内容につきましては先生のお考えを最大限尊重し、過度な編集は行わない方針でございます。

見本誌を別便にてお送りしておりますので、誌面の雰囲気をご確認のうえ、ご検討いただけますと幸いに存じます。まずは書中をもちまして、寄稿のお願いを申し上げます。
敬具
記

掲載誌  	月刊『テックビジョン』○月号
テーマ（案） 	生成AIが変える企業の仕事と人材育成（先生のご意見を尊重し調整可）
原稿の分量	○,○○○字程度（図表・写真は編集部が手配）
原稿の締切	令和○年○月○日（○）必着
入稿形式	Word・テキスト・メモ書きいずれも可
校正	掲載前にゲラをお送りし、先生にご確認いただきます
執筆謝礼	○万円（税込・掲載号発行後にお振込み）
掲載誌進呈	掲載号を○冊ご進呈いたします
同封物	見本誌（最新号）・特集企画書
担当編集者	○○ ○○
TEL / Email	電話番号 / メールアドレス
ご返答期限	令和○年○月○日（○）まで
以上
